
第７１回中学生人権作文コンテスト実施要領
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大 阪 市 教 育 委 員 会
堺 市 教 育 委 員 会
Ｎ Ｈ Ｋ 大 阪 放 送 局
産 経 新 聞 社
関 西 テ レ ビ 放 送
大阪私立中学校高等学校連合会
ガ ン バ 大 阪
セ レ ッ ソ 大 阪

１ 趣旨
次代を担う中学生が人権問題について作文を書くことによって、人権尊重の重要

性、必要性についての理解を深めるとともに豊かな人権感覚を身に付けること、及
び入賞作品を国民に周知広報することによって、広く一般に人権尊重思想を根付か
せることを目的として実施します。

２ 応募規定
(1) 応募資格

大阪府内の中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程及び特
別支援学校の中学部に在学する生徒並びに外国人学校に在学する者で中学生に準
ずる生徒

(2) テーマ
日常の家庭生活、学校生活、グループ活動あるいは地域社会との関わりなどの

中で得た体験等を通じて、基本的人権の重要性、必要性について考えたことなど
を題材としたものとします。

(3) 原稿用紙等
ア 原稿用紙の種類及び枚数

学校名・学年・氏名・題名を除いて、４００字詰め原稿用紙（Ｗｏｒｄ
形式の電子データ又は紙媒体）５枚以内とします。

イ 必要記入事項
応募原稿には、次の①～⑤に掲げる事項を必ず記入してください。
①学校名
②学年
③氏名（ふりがな）
④題名
⑤別表１に掲げる作品テーマの番号（原稿用紙１枚目の欄外右下に記入す
る。）

ウ 翻訳文、反訳文
外国語で作文を作成した場合、視覚に障害があり点字又は録音テープで作文

を作成した場合は、それぞれ原稿用紙５枚以内の翻訳文、墨字又は反訳文を添
付するものとします。

(4) 応募方法等
ア 応募票

学校ごとに応募作品を取りまとめ、別添「第７１回中学生人権作文コンテス
ト応募票」を作成願います。

イ 応募方法



(ｱ) 電子データでの応募
電子データの原稿用紙で応募する場合（応募作品の全部が電子データ

の場合に限る。）は、電子データによる応募票及び原稿用紙 (注1)を、電
子メールで送信 (注2)する方法により応募願います。
(注1)応募票及び原稿用紙は、次のURLからダウンロードすることができます。

https://houmukyoku.moj.go.jp/osaka/keihatsu
(注2)電子メールの送信は、別途、学校宛てにお知らせする方法により、送信してください。

(ｲ) 紙媒体での応募
紙媒体の原稿用紙、点字又は録音テープで応募する場合は、応募票及

び原稿用紙の原本（応募作品の一部が電子データで作成されている場合
は、当該データを印刷したものを原本とします。）等を別表２の応募作
品送付先の法務局に郵送又は持参願います。

(5) 応募締切り
令和６年９月１３日（金） 必着

３ 表彰等
(1) 入賞発表の日

令和６年１２月４日（水）（予定）
なお、入賞者には、あらかじめ所属校を経由して内報します。

(2) 表彰（予定）
次の各賞について表彰するとともに、表彰式を行います。
〇最優秀賞
大阪法務局長賞 （１編）
大阪府人権擁護委員連合会長賞 （１編）
ＮＨＫ大阪放送局長賞 （１編）
産経新聞社賞 （１編）
関西テレビ放送賞 （１編）
大阪私立中学校高等学校連合会長賞 （１編）

〇優秀賞 （１０編以内）
〇奨励賞 （若干編）

(3) 表彰式
日程 令和６年１２月上旬（予定）
場所 大阪市内（未定）

４ 全国中学生人権作文コンテスト（中央大会）への推薦
本コンテストの最優秀賞入賞作品の中から、若干編を、第４３回全国中学生

人権作文コンテスト（主催：法務省、全国人権擁護委員連合会）に推薦します。

５ 入賞作品等の公表
(1) 本コンテストの入賞作品については、応募者の学校名、学年、氏名（下記(4)の
場合を除く）、応募作品の題名を公表するとともに、優秀賞以上の入賞作品につ
いては、主催者が発行する人権作文集「永久の権利」、大阪法務局ホームページ
及び報道機関等において作品の内容を公表します。
また、人権作文集「永久の権利」には一部の入賞者の写真を掲載します。
さらに、法務局及び関係機関が催す表彰式の模様は一般に公開する予定で

す。
(2) 入賞作品以外の応募作品についても公表することがあります。

また、主催者以外の第三者による刊行物等への転載を許可する場合があります。
(3) 作品の使用、編集、転載等に当たっては、作品の主旨を損なわない範囲で
一部修正することがあります。

(4) 作品の公表に当たっては、応募者の意向に応じて、「氏名」、「学年・氏
名」又は「学校名・学年・氏名」を非公表とします。



(5) 上記(1)から(4)までについて、不都合がある場合は、応募時に申し出てく
ださい。

６ 注意事項
(1) 応募された原稿用紙（電子データ又は紙媒体の原本等）は返却しません。
(2) 応募作品は１人１編とし、未発表のものに限ります。他のコンテスト等と重複
して応募したり、他人の著作物を自分の作品として応募することはできませんの
で十分留意の上、応募願います。
重複応募等が判明した場合、その作品については応募がなかったものとみなし

ます。
(3) 生成ＡＩを利用して作成した作品は審査の対象とはなりません。
(4) 応募作品の著作権は、主催者に帰属します。主催者に断りなく応募作品の
転載・発表などをすることはできません。

(5) 匿名での応募や、原稿用紙の枚数が５枚を超える作品は、審査の対象となりま
せん。

(6) 学校で作品を取りまとめる際に、明らかな誤字・脱字等があっても修正は不要
です。本人以外の第三者による修正と思われる箇所があったときは、修正前の記
述内容により審査を行います。

７ お問合せ先
応募に関する詳細は、以下の担当課までお問い合わせください。
大阪法務局人権擁護部第三課 ☎０６－６９４２－９４９２ （直通）



別表１
＜作品テーマ一覧＞ （実施要領項番２(3)イ⑤関係）

番号 作品テーマ

１ 女性問題をテーマとした作品

２ こどもに関する問題をテーマとした作品

３ 高齢者問題をテーマとした作品

４ 障害のある人に関する問題をテーマとした作品

５ 部落差別（同和問題）をテーマとした作品

６ アイヌの人々に関する問題をテーマとした作品

７ 外国人の人権問題をテーマとした作品

８ 感染症に関する問題をテーマとした作品
（新型コロナウイルス・ＨＩＶ・肝炎ウイルス等）

９ ハンセン病患者等に関する問題をテーマとした作品

１０ 犯罪被害者等に関する問題をテーマとした作品

１１ インターネット上の人権侵害をテーマとした作品

１２ 戦争や平和をテーマとした作品

１３ 環境問題をテーマとした作品

１４ 性的マイノリティに関する問題をテーマとした作品

１５ 震災等の災害に起因する人権問題をテーマとした作品

１６ 上記１～１５以外の、人権問題、人権尊重をテーマとした作品



別表２
＜送付先一覧＞ （実施要領項番２(4)イ(ｲ)関係）

学校所在地 応募作品送付先

１ 大阪市、守口市、枚方市、寝屋川 〒５４０－８５４４
市、門真市、大東市、四條畷市、 大阪市中央区大手前三丁目１番４１号
交野市、豊中市、池田市、箕面 (大手前合同庁舎)
市、豊能町、能勢町に所在する中 大阪法務局人権擁護部第三課
学校等 (０６（６９４２）９４９２

２ 吹田市、高槻市、茨木市、摂津 〒５６７－０８２２
市、島本町に所在する中学校等 茨木市中村町１番３５号

大阪法務局北大阪支局総務課
(０７２（６３８）９４４４

３ 東大阪市、八尾市、柏原市に所在 〒５７７－８５５５
する中学校等 東大阪市高井田元町二丁目８番１０号

大阪法務局東大阪支局総務課
(０６（６７８２）５４１３

４ 堺市、松原市、高石市、大阪狭山 〒５９０－８５６０
市に所在する中学校等 堺市堺区南瓦町２番２９号

大阪法務局堺支局総務課
(０７２（２２１）２７５６

５ 富田林市、河内長野市、羽曳野 〒５８４－００３６
市、藤井寺市、太子町、河南町、 富田林市甲田一丁目７番２号
千早赤阪村に所在する中学校等 大阪法務局富田林支局総務課

(０７２１（２３）２４３２

６ 岸和田市、泉佐野市、泉大津市、 〒５９６－００４７
貝塚市、和泉市、泉南市、阪南 岸和田市上野町東２４番１０号
市、忠岡町、田尻町、熊取町、岬 大阪法務局岸和田支局総務課
町に所在する中学校等 (０７２（４３８）６５０１



別添

ＴＥＬ： ＦＡＸ：

(連　　　 絡 　　　先）

ｅ－ｍａｉｌ：

　（注意事項）

　１　各作品には学校名、学年、氏名（ふりがな）、題名及び作品テーマ番号を明記してく
　　　ださい。
　２　「応募総数」は、このコンテストに取り組んだ総数（人数）を記入してください。
　３　「作品送付数」は、応募総数の内数で、実際に法務局へ送付される作品数を記入し
　　　てください。
　４　応募票は各学校ごとに作成してください。
　５　受賞作品については、一般に公表することとしています（入賞作文集及びホームペー
　　　ジ等への掲載、報道機関による報道等）。また、その他の応募作品についても公表
　　　することがあります。

(学　　　 校 　　　名）

（フリガナ）

（所　　　在　　　地）

（担　　　当　　　者）

（フリガナ）

第７１回中学生人権作文コンテスト応募票

応募総数
（当コンテストに取り組んだ人数）

人

作品送付数
（実際に送付する作品数）

編

〈大阪法務局・大阪府人権擁護委員連合会〉


